
【令和２年度 政策・調整会議】 

件 名：「今後の市民館・図書館のあり方」に関する中間とりまとめについて 

日 時：令和２年１１月１０日（火）10：41～10：43 

場 所：第３庁舎１８階 大会議室 

●付議理由 

令和元年度から、令和２年度末の策定を目途に取り組んでいる「今後の市民館・図書館のあ

り方」について、現時点での検討内容を「『今後の市民館・図書館のあり方』に関する中間とり

まとめ」として報告するもの。 

●付議概要 

令和２年２月に公表した「『今後の市民館・図書館のあり方』に関する基本的な考え方」を基

に、令和２年度に実施した「市民館利用者グループヒアリング」をはじめ、「図書館のあり方に

関する懇談会」や「市民館フォーラム」での市民や有識者の意見を伺いながら策定作業を進め

てきた、現時点での検討内容を報告します。今後、更なる検討を進め、令和３年１月を目途に

「今後の市民館・図書館のあり方」（案）を策定し、パブリックコメントを実施した上で、令和

３年３月の策定をめざす。 

１ 10 年後の未来に向けて「人生 100 年時代の生涯学習社会の実現」～生涯を通じた学びと

成長～ 

２ 今後求められる役割「学びと活動を通じたつながりづくり」 

３ 今後のめざす方向性 

(1)行きたくなる市民館・図書館 ～利用及び参加の更なる促進～ 

(2)まちに飛び出す市民館・図書館 ～身近な地域に立脚した取組の推進～ 

(3)地域の“チカラ”を育む市民館・図書館 ～地域資源や担い手づくりの推進～ 

４ 今後の市民館・図書館の運営のあり方 

(1)市民館・図書館の現状と課題 

(2)市民館・図書館の運営の基本的な考え方（基本理念） 

(3)事業・サービスの展開の方向性（基本方針） 

(4)取組の方向性 (5)管理・運営の方向性 (6)事業推進に向けた人材育成の方向性 

５ 今後の市民館・図書館の施設整備の方向性 

(1)施設の現状と課題 (2)環境整備の主な取組 (3)施設整備の基本方針 

●結論 

報告内容について確認。 


